
The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

地盤工 学会創立 60周年記念事業報告

西 垣 　 誠 （に しが き ま こ と）

　 　 　 創 立 6Q周 年記 念 事 業 委 員 艮

1． 委員会 の体制 と事業方針

　本学会 は ，昭 和 24年10月 1 日 に 日本 土 質基礎工 学委

員会 と し て 発足 以来，本年 で 満60周年 を 迎 え ま した。

こ れ に 向 け て
“
創立 60周 年記 念 事業委員会

”
を 設置 し，

表一 1に示 す 体制 で ，平 成 20年 6 月 に第 1 回 目の 委員

会 を 開催 し ま し た。そ れ 以 後 ，
こ の 年 に 3 回，本年 に

入 っ て 3 回，計 7 回 の 委員会を開催 し，創 立 60周年記

念事業 の 基本方針 と記念事業 の 実行 と運営 に つ い て の検

討を行 っ て ま い りま し た 。

　委員会で は ，地 盤 工 学会 の 活動 と社会貢 献 を よ り広 く

社会に 認知 して い た だ くよ う努力す る と と もに ，会員に

と っ て 魅力 あ る学 会 とな る た め 学 会 の あ り方 を広 く議論

し，新 た な 方向性 を示 す必 要 が あ る との 共 通認識 に 立 ち ，

創立 60周年記念事業 の 基本方針 に つ い て 検討 しま した。

そ の 結 果，地 盤 工 学 会 の社 会 貢献 と新た な 展 開を テ
ー

マ

に，下 記 の 二 つ の 方 針 で 創 立 60周 年記 念 事 業 を 開 催 す

る こ とに い た し ま し た 。

　〔D　地盤工 学会の 活動 の 実際 と社会へ の 貢献を，地盤

　　 に関 わ る技術者 だ け で な く，広 く社会
一
般 に 認知 し

　　て も ら う。

　   　創 立 60周年 を 機会 に ，地盤 工 学会の 新 た な 展開

　　に 向け た 将来像 を既 成 概念 に と らわ れ ず議論 す る。

　 こ の 基 本方針 を受 け て ， キ ャ ッ チ フ レーズ を 広 く会員

に 募 り， 多 くの 応募 の 中か ら， 「海 に ， 山 に，街 に
一

地

盤工 学
一

」 を委 員会 メ ン バー
の 多数決 に よ り決定 し ま し

た。こ の キ ャ ッ チ フ レ
ーズは，日本工 営   の 菱山義規氏

に 応募 い た だ い た も の で あ り，こ れ に込 め られ た 思 い に

つ い て は，学 会誌 の 10月 号 に寄稿 い た だ い て お り ます。

図
一一1の ロ ゴ マ ー

ク は ，創立 50周年 の もの を ベ ー
ス に

決定 い たしま した。ポ ス ターに つ い て も，幾 つ か の案の

中か ら委員会内の 投票に て 決定 さ れ，キ ャ ッ チ フ レーズ
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と ロ ゴ マ ー
ク と と もに ， 本部お よび 各支部 の 主 な 行事を

掲示 しま した。こ れを 図
一一2 に 丞 し て い ま す 。

　 こ うし て ポ ス タ
ー

も 3 月の 時点 で 完成 し，創立 60周

年 に 向け た 気 運 も高ま っ て き ま した 。

2． 事 業 内 容

　委員会 で起案
・
検討 し ， 各部 や 各支 部 で 具 休化 され た

記念事業 の 全体を 表
一2 に示 して お りま す。  か ら  ま

で の 七 つ の 事業に つ い て ，こ れか ら実施され る 行事 もあ

りま す が，現在の 状況 とあわせ て 簡単に 報告い た します。

籔地盤工学会
図
一1　 創立 6G周年 記 念 ロ ゴ マ

ー
ク
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表
一2　 地 盤工 学会創 立 60周年記 念事業の 概要

事　業　 内　 容 凵　 程 煬　所

  創 立60周年 記 念 ポス タ
ー

に よ る広 報活 動

D 創 立 60周 年 記 念 キ ャ ッ チ コ ピ ー
とロ ゴ マ ークの 設 定

2） 創 立 6G周 年 記 念 ポ ス タ
ー一

の 作成 と広 報

  創 立 60周 年記念地 盤 工 学シ ン ポ ジ ウム の 開催 1瑚 19日〜2G日 中央 大学

テ
ー．・

マ シ ン ポ ジ ウム ： 海 に，山 に，街 に　一
地 盤 工 学

一
駿 河 台 記念 館

  創立 60周年 記 念 地盤 工 学研 究 発 表会 と記念 式 典 の 実 施

創立 60周 年 記 念 第 44回 地盤 工 学 研 究 発 表 会 8月 18口〜21 日 関東 学 院大 学

特別 講演会 （関 東 支 部共 催 ） ：田 中 眞紀子 氏 ，中村英夫 氏 8月 190 関東学 院大 学

記 念 式典 ・祝賀会 8月 19日 横 　　 　浜

  市民 見 学 会 な ど市 民 を 対象 と し た 行事

D 北海道支部 ： 講 演会 「北海道 の 地盤 災害 を考え る
一防災 ・減災 の 取 り組 み

一
」 9月 8日 札　 　 　幌

2）東北支 部　　因土 交通省胆択 ダ ム エ 半現 場 見学会 8月 3日 胆沢 ダム 周 辺

仙台市地 下鉄 東西 線 工 事現 場 貝．学会 10月 14日 仙 　 　 　台

3）北陸支部 　 ： 2007年 新潟 県中越地 震災 害調 査 報 告
一被 害 と復 「ロ

ー 7月 10凵 柏　 　 　崎

地 域の 集い 「上 砂 災 害を考 え る 」 平成 IO年 1 月以 富　　 　山

小 中 学校 への 出 前 出 張 降

4）関 東支部　　絵画 コ ン ク
ー

ル 「大地 に夢 を描 く」 8月19日 東　 　　京

学生 対抗 ソ イ ル タ ワ
ー

コ ン テ ス ト 8月200 関東学院 人学

小 学 生 ア
ー

ト泥団 子 8月20 日 関東学院大学

「我 が 家 を地震 と 水害か ら守 る 」 講 演会 9月 50 東京

5）中部 支部　　木曽 三川 治水史跡 め ぐり 10月17日 木 曽川三川

6）関西 支部　　市民 特別 講 演会 HlO 年 1月 30日 池 　　 　 日］

「北摂 地 域 の 活 断 層 地震 と地 盤 災 害 を考 え る 」 （仮 称 ）

7）中国 支部　 ：砂 の オ ブジ・二 作成コン テ ス ト及 び フ ォ トコン テ ス ト

地 球 温 暖 化 が河 川 災 害 に及 ぼす 影 響 と河 川 堤 防 整 備 に 関 す る講 演 会 10月 19冖 岡　 　 　 山

8）四 国 支 部 　 　 四 国 に お け る東 南 海 ・南 海 地 震 研 究 と対策の 最前 線 （記念 シ ン ポ ジ ウ 9月 25 ］ 高　 　 　 松

ム ）

9）九 州 支 部　　「地 盤 （皿BAN ）
一あ な た の ま わ りに か く され た技術 を探 して み よ う」

儿 州地 盤技術探 索バ ス ツ ア
ー一 8月 25 ］，9月 5凵 鹿 児 島，長 崎

創 立 60周乍記 念特別講演会 （市民対象 の 無料講演会） 11月25R 福 　　 　岡

  地 盤 工 学会 誌創立 60周 年記 念 号 の 発 刊 1且 0年 1月 号

  創立 6D周 年 記 念座 談会 〔学 会誌 に 掲載） HlO 年 1月 号

テ
ー

マ ：拡 大 す る地 盤 工学 　
一

周 辺 分 野 への 発 展
一

  60周年記 念冠事 業の 実施

1）2007年 度会 長特 別委員会 に よ る 出版

（地 震 と 豪 雨
・洪水 に よ る地 盤 災害を防 ぐた め に

．一
地盤 工 学 か らの 提 言）

2）論 文集等 の DVD （創 立60周年記念 1）VD ） 出版

3）国 際会議 の 開催

IS　Kyoto’09 5月 25 日〜27H 京 　　 　都

ISG 重hド09 6月 ll臼〜12 日 岐 　　　 阜

IS　TokvO ’09　　 ゴ 6月 15日〜17口 つ 　 く　 ば

4）地 盤 材 料 試 験 の 方法 と解説 の 刊 行 lL月刊行

　  創立 60周年記念 ポ ス ター
に よ る 広 報活 動

　創立 60周年記念 ポ ス タ
ーは，会 員お よ び 学 生 ・一般

市 K の方 に 地 盤工 学 の 役割 と重要性 を認識 して も らい
，

地 盤 に 関心 を も っ て も らうこ とを 日的 して お りま す 。
こ

れ を 4 月 初旬 に 関係機関や 大学，中
・
高校 な ど に 3000

部発送 し，広報 に つ とめまし た。

ヱヱ4

　  創立60周年記念地盤工 学 シ ン ポジ ウ ム の 開催

　毎 年 開 催 し て い る 地 盤 工 学 シ ン ポ ジ ウ ム は，木 年 で

54回 を 数 え ま す が ，本年 は ，テ
ー

マ シ ソ ポ ジ ウ ム と し

て 11月 19〜20 日 と 2 日間 に わ た っ て 開 催 し ま した。キ

ャ ッ チ フ レーズ で あ る 「海 に，山に ，街 に
一地 盤 工 学

一
」

の 観 点 か ら，地 盤工 学の 諸問題 に 対 して ， 実験 ， 解析，

地盤工 学会誌，58− 1 （624）
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設計，施工 等，幅広 い 分野 を対象 と しま した 。 国内の み

な らず海外プ ロ ジ ェ ク トに関 す る工 事事例などを取 り上

げ，発注者，設計者，施工 者 が実務 ベ ー
ス で発表す る場

と し て お り，今回 は 90編 を 超 え る 論文 が 集 ま り ま し た。

ま た ，当 シ ン ポ ジ ウ ム に お い て は ，平 成 20年 度地 盤 工

学会賞受賞者 に よ る特別 講 演 会 も実施 さ れ ま した 。

　  創立 60周年記念地盤 工 学研究 発表 会 と 記念 式 典等

　　　の 実施

　第44回 地盤工 学研究発表会 （8 月18目〜21 日） は ，

関東学院大 学 で行 わ れ，参加 者 は 1600 名近 く，発表論

文 数 は987件 あ りま した。技術展示 コ
ーナ ーも30ブー

ス

出 展 さ れ盛会で し た。

　特別 講 演会 と記 念式典は，最も多 くの 会員が
一

堂 に会

す る研究発表 会 に 合 わ せ ，大会 2 日 目の 8 月 19日 に ，

特別講演会，記念式典そ して 祝賀会 とい う順序で 行われ

ま した。

　特別 講演 会 は，例 年 の 地 盤 工 学 研 究 発 表 会 に お け る特

別講演 を 関東支部 との 共催 で ， 6Q周年講演 と し て 実施

しま した。当 日の 講演会は ，関東学院大学の ベ ン ネ ッ ト

ホ ール で午後 2 時よ り東畑郁生 大 会実行委員長に よ る

挨拶 の 後，田 中員紀了氏 （衆議院議員）の 「時代 の 曲が

り角 に 立 っ て 」 と中村英夫氏 （東京都市大学学長） の

「建設 公共 投資の 意義 と 日本 の 未 来」 とい う2 名の 特 別

講演 を い た だ き ま し た 。
こ の 内容は ， 学会誌 12月号 に

掲載 されて お りま すの で ，是非 ご 覧下さい 。 当講演会は

800 名収容 の 会場が立見が で る ほ どの 盛況 で した。そ の

後，会場 を横浜 ロ イヤ ル パ ー
ク ホテ ル に移 し て，記念式

典 と祝 賀 会 が 行 わ れ ま し た。

　記念式典 は，浅岡顕地 盤工 学会会長の 挨拶 の 後，来賓

とし て お い で い た だ い た 関連学協会 （土 木学会，建築学

会，農業農村工 学会，目本応用地質学会，全 国地 質調査

業 協会連合会）を 代表 して 近藤徹⊥ 木学会会長 の 代理 で

三 浦清
一・

土 木 学会 副 会 長，甲 村 謙友国 土 交 通 省 技 監，大

田 弘 日本 土 木 工 業 協 会 副 会長 よ り祝 辞 を い た だ き，続 い

て ，関連学協会 ， ゼ ネ コ ン ，
コ ン サ ル タ ン トか ら の 19

通 の 祝電 が 披露され ま した。その 後，創立 60周年事業

報告を行 っ て 予定どおり終了い た し ま した。最後 に，こ

れ も第44回 地 盤 【二学研究発表会 と合 同 の 形 で ，祝賀会

が 1司 じ会場 で 200名 以 上 の 参加 を 得て 盛 大 に 催 さ れ ま し

た 。

　   市民見学会など市民を対象 と した支部行事

　本事業 は，各支部 に お い て 市民 対象行事 を 開催す る も

の で，創 立 60周 年 を 記念 して 各支部 に おい て ，地盤 工

学会 の 社会 へ の 貢献 を知 っ て い た だ くこ とを 目的 とし て

お りま す。表
一一2 に 示 して お ります よ うに，各 支 部で 市

民 を 対象 と し た 記念講演会や 市 民 参 加 の 見学 会 な ど，本

January，2010

事業の 基 本方針に 沿 っ た 行事が実施 さ れ て い ま す。

　  　地盤工 学会誌創立 60周年記念号の 発刊

　本号を 地 盤工 学会誌創立60周年記念号 と します。創

立 60周 年記 念 の 趣旨を 考 え ，  「地 盤 ⊥ 学 の 最 近 10年

の 歩 み 」 と，  「地 盤工 学 の 今後 の 新 た な 展開」 の 二 つ

を編集 の柱 と して 計画 し て い ま す。

　  　創立 60周 年記念座談会

　創 立 60周年を 記念 し た 座談会 を 「拡大 す る 地 盤 工 学

一
周辺分野へ の 発展

一．」の テ
ー

マ で 実施 しま した 。 こ の

摩談会 で は，い ろい ろな分野 ・領域 で 活躍 されて い る

10名 の エ キ ス パ ートの 方 で熱 心 に 討 論 い た だ き ま した。

こ の 内容 に つ い て は，本号の 地 盤 工 学会誌創 立 60周 年

記念号に 掲載 さ れ て お りま す。

　  　創立 60周 年記念 冠事業の実施

　1）　2007年度会長特別委員会 に よ る 出版 ：総務部

　 2007年度会長特別委員会 （龍岡文夫委員長） は ，「地

震 と豪雨 ・洪水 に よる 地盤災害 を防 ぐた め に
一

地 盤工 学

か らの 提言一
」 を作 成 し ， 研究発表会に合 わ せ ，特 別 セ

ッ シ ョ ソ を開催 しました。

　 2） 論 文集等の DVD 出版 ：調査研究部

　国際会議 な どの 学会活動 や 各種 委員会活動の 総括 な ど

に 加 え ，地盤 工 学会誌，Soils　and 　Foundations な ど の

出版物な どを収録 した DVD を 出版 しま した 。

　3）　国際会議の 開催 ； 国際部

　 国際会議 で あ る IS−Kyoto （5 月25 円〜27　H ），　 IS−

Gifu（6 月 11日〜12 日），　 IS−Tokyo　（6 月15 日〜17日）

を 開催 し，60周年記念事業 で あ る こ とを 示す コ メ ン ト

とロ ゴ マ ー
ク を 入 れ ま した 。 そ れ ぞ れ の 国際会議 の 報 告

は，会誌 の IS−Tokyo は会誌 の 8 月 号，　 IS−Gifuは 10月

号，IS−Tokyo は 12月 号に 掲載 さ れ て お りま す の で ご 覧
一
ドさ い 。

　 4） 基準書 の 刊行 ：基準部

　 「上 質 試 験 の 方 法 と解 説 」 を 改定 し，「
一
地 盤 材 料 試 験 の

方 法 と解 説 」 と改 名 して 刊 行 （11月 ）い た し ま し た 。

3．　 お わ り に

　本部 の メ イ ン イベ ン 1一で あ る 8月 19日 の 記念式典 も

盛 大 に 終 rし，創立 60周年 も残 す と こ ろ後数 か 月 とな

りま し た 。大 き な 山 を 越 え た と は 思 っ て い ま す が，残 さ

れ た 行事 につ い て も基 本方針 の 趣旨を 十分理 解 い た だ い

て ， 盛 大 に実施 さ れ る こ とを期待 して お ります。最後 に

な りま した が，委員はも とよ り，本事業 を具 体化 して い

ただい た 各部や 各支部 の 関係諸氏 に も，こ の 易を 借 りて

厚 く感謝 い た します 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿受理 　　2009 ．11．6）
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